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和紙原料、（桑皮）の腰・酵精練に裁て  

Ⅴ 抄 紙 試 験  
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Onthe retting of plant fiber materials  

（barksofmulberrytree）forJapanesepaper・inanufacture  

V Test for paper making 

By  
A．XAJl，M．朋加0，Y．ANABUKIand H．SAITO  

（LaboratoI・y Of TechnicalM：icrobiology）  

緒  

筋ユ報（t）及び第2報（2）に於て著者等ほ加圧殺菌を適した桑皮を，叉第3報（8）に於て常圧殺菌を施した桑皮を  

醗酵精練し，これが抄紙可㌧能なることを報督した．醗酵精練汝による和紙の抄紙試験の確たる報告確未だ  

見ない処であるが，一般に．漠然とこの方法による統は．所謂腰の弱い紙∴即ち強度が劣るものと称せられで  

いる・これ辱の紙のやには自然醗酵的方掛こよるものもあり，果して純粋培賽による方法に澱ても南棟な  

りやと考えで蹄記各報骨と同様にアセトン。ブタノール醗酵細菌により精練L．た桑皮の繊維を：以て抄紙試  

験を共凝した．   

和紀の強度に関する報償は次の如きものがあ・る．即ち′卜栗，武井（4）は和紙の物理的性質についで市野和  

紙42種を使用して測定結果を報償した．それによれば紙の緊慶は雁皮紙以外の拭は西洋紙に比較して造に 

小であり，隠さは木材パル・70を主原料とせるものを除き西洋紙より造か紅・大であり，これ等の緊虔及び強  

さは繊維原料を煮るアルカリの多少により異り同一原料を使用するもアルカリを多・く痍別／たものは弱い  

と報告した．   

叉野津，鳥鴻等く5）紆三樫繊維熟二田する研究を報宙し，和紙特有の強度，耐久性，美しさは精練後何非  

常に多量匿存在するへミセル。い－・ズ，ワックス，・を0）他わ影執二よるものと結論している．   

著者肇確再三抄紙試験を反蟹したので鼓にその緒兼必報督する．  

実  験   

原料桑皮及び使用細菌   

桑皮は昭和24年産の白桑（改良厨返）及び25年産の魯桑を選び，朗■者は下記の第1回抄紙試験に使用した  

が醗酵容易であり後者は第2画抄紙試験に使用したが長く貯蒋した故か極めて醗酵困難であった。使用細  

菌昧Cわざわ′才成伽∽αCgね∂鋸秒γわ祝偶に属する菌株で京瓢大学螢学部片桐研究生で分離され菌株番号がK 

ユ．7である．  

A．第1回抄紙試験の酸酵精紳傑件   

桑皮対水の箆盈比を1：10とし内容3Lの三角フラスコを使用して，2kgノcm2にて30分間殺菌し，pHを  

7・0に調節した後Ⅹ17号細菌の玉萄黍培養膠を童接し，420Cにて次の三種顎の醗酵條件によって醗酵せし  

めた．  

（1）数卑％■（対溶液百分率）を添加して96時間醗酵した 

（2）助成料無添加にて7－2時間醗酵した．  

（3）助成料無添加にて96時間醗酵した．   

以上何れも醗酵後表皮を除去し充分水洗した．際酵後のpH及び酸度は第1表に示す通りであった．  

－40 －＿   
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第1家 筋酵液のpH及び酸度（第1回抄紙試験の部）   

臥 漂白，PP解並びに抄紙  

前記三種類の繊維を漂白粉を以て漂白し，充分水洗した後手打によってこ叩解し，更に叩解械にかけた。小  

型の液相及び32cmx42の大きさの望む使用し，糊はトロロアオイ抽出液盈混入した．   

C．第2回抄紙試験の精練條件   

桑皮の表皮は極めて除去L難い故に今回′は原料・を予め0．1％－の苛性ソ・－・ダ溶液にて1時間煮沸した後水洗  

しセp∴ルに．かけ表皮を除去Lプヒ．即ち自皮を原料として抄紙試験を行つね 抄紙条件は舞1回読放と同  

様であった．比較の目的を以てブルカサ港の試験を併せて実施した．又アルカリ精練後閑織した繊維・を温  

水に浸活して抄紙試験を行った．醗酵及びアルカリ精裸の条件は次の通りであった・  

（1）72時間醗酵後抄紙した英験   

白皮1kgを乾黙殺薗し，別個に0．5％の大豆潮液を加圧殺菌した後両者を無菌的に合して醗酵した．醗酵  

条件は第1回の実験と同様であるル 7－2時間筏棲椎を取出し抄紙L・た・ショツパー・サーダラーの叩解度は  

11であった．  

（2）144時間幣酵後抄紙した冥験   

上記（1）と同様挽作して144時間幣醸して抄紙した．叩解度は11であつ尭・開繊状凋庖72時間醜酵の繊  

維よりは著しく良好になったが街着だ完全でなく少量：の繊維素を残していた・幣酵後の酸度及びpH時節2  

鼓に示す通りであった・  

第2表 醗酵液のbH及び酸度（第2回抄紙試験の部）  

（3）ア刀｛カリ精練後直に抄紙した実験   

白皮1kgを・0・2N苛性ソーダ溶液10IJを使用して30分間煮沸した後発分水洗し，手打及び叩解磯によつ  

て叩解した．叩解慶は11であった．  

（4）アルカリ精練後繊維を温水に浸渡して抄紙した実験  

上記（3）と同様操作して精練した繊維を叩解後205g（乾物換算）とり，4・5Lの蒸潜水に層潰して420c  

k．於て96時間保持した後漂白抄験した・叩解度は11であった・   

以上四踵類の糟糠の漂白は叩解後有効塩素を0・5％二含有する漂白粉液5IJを使用して3時間行った・   

D．紙の物理的性質   

紙の色調及び光沢   

白色度は概して同程度であつ如ミ，第2回試験の内醗酵法の紙はアルカリ浩の拭よりやゝ白色度が良好で  

あつね 光沢については各種腰間に差を認めなかった・   

傭72時間醗酵の醍酵港による紙（1）匪や1多鼠の繊維束の残存が認められ144時間醗酵絵による紙（2）  

は極めて少量の脚鑑莱が親祭された・・これに対tアルカリ漁の紋（3）は殆ど繊維束をみ・ない程度に開織し  

ていた．   

統の強度   

紙の強度を測定した結果礎第3表に示す通りであった．我張力及び伸張率はショツパー測定掛こより破裂  

－4l＿   
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張はミユ←・l／ン測定掛こより測定した・  

第3表 紙 の 強 度   

第2回抄紙試験の四種類の紙の強度を比較すれば，破裂現について7ルカサ精練後水に便法Lた緻維によ  

る拭（4）が著しく弓削、のを除いて殆ど等しい値を示した・断裂長については同じく（4）の紙が著しく小な  

る値を示し如咽72時間隈酵法の紙（1）はやゝ小であり’，1アノヤカリ法の紙（3）及び14鋼間取酵汝の紙（2）  
鱒．よわ■大なる佑を示した・   

これに対し第1周抄紙試験の紙昧何れも軟調であり小なる強度を示した・   

E．紙の化学分析   

各絡類の紙を分析し元結果は第4表に示す通りであった小錦比較の目的を以て極めて強度の小なるアルカ  

リ法の紙（第4表中の番号C）を併せて分析した。この紙の断裂長昧縦がユ・72km，焦が0・67kmであった・  

第4表中の分析低を．比駁すれば次の…重りである 

（1）第1回試験の醗酵法の紙（比較的強度小，第4表中Aの1．，2，3）と第2回読詭の攣酵法の紙（比較的強  

j象大，第4表中丑の2）とを比較すれば，強慶大なる紙はアルコール・ベンゼン，冷水，熱水，1％苛性ソー  

ダ溶液の各軸出盛二が何れも大であり，ペクチン含最も叉大である．  

（2）アルカリ法の紙の円比敬的強度／卜なる紙（第4表中のC及びおの4）と比較的強度大なる紙（第4表中  

のBの3）とを比恢すれば，強度大なる紙匪アル＝－・疇ル・ベンゼン，冷水，熱水，1％苛性リー・ダ溶液の各抽  

出盈が何れも大なる傾向にあり，ペクチン含量も叉僅かに大である．  

（3）第2回抄紙試験中72時間醗酵法の紙（比絞的強度小，第4表中丑の1）と144時間慨酵法の紙（此欒的  

蘭度■大，第4表中おの2）とを比改すれば，強度大なる紙は冷水，熱水，抽出量が大とな妙，ペクチン合最は  

小となわ，アルコrル・ベンゼン．1％苛性ソーダ溶液抽出量は変化なく，ベントーザンは小量湛なってい  

る．  

（4）次分盈毛ま常に酸酵法の紙がアルカリ迭の餅より小である・  

－42－   
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第4表 紙の化学分轡値  

＼＼＼プ鰊 
条件  

（A）篤1同抄紙試験の紙 i  （B、）第2切抄紙試険の紙  （C）  

デブ㌃訂す護  
NaOFJ，  （1）数2％l（2）助成柳（3）助成弊  （1）大豆粕 0 

6  

‖， 72時間醸酵  

〔a）0，2N】（4）同左ア  

添加，ウ6時憮添加，72  無添加，9  

時間酵硬   

Na2CO3，  
Ca（OH）2  
混合借用  

…二二‡…ぎ…1望  

∴．  
6．．06 F15．、64  

水  分  

次  分  
アルコール○ベン′  
ゼソ柚Ⅲ：塾  

冷 水抽 出 蕊  

況 

I％NaOH抽封盈  

ペカサソ酸石灰  

全 豪竣 椎 葉  

芸慧申†βニγ  
ベ ン ト ー・ザ ソ  

3 ?O 

85二82  

88一．62  

11．．3S  

・－・妻 ∵ 8．24．  

（備考）1．水分ほ凰乾体百分率，他ほ絶乾体百分率  

2い 原料桑皮が異る故に窮1回抄紙試験の醗酵は第2固より短時間にべクチソが分解され一肌、る。  

考  察  

（1）紙のペクチン合恩   

各軍紙の強度及び化学分析値を比較検討するに，戯の強度に蹄係する分析項目の一つに繊維の閑職状況  

を左右するペクチン含量がある・ペクチン含盈がある程度（大約2％）以下に減少すれば開嘩秋沢ほ良好  

と 

反面ぺクチンの令息が低すすれば，同時に冷れ熱水，11％苛性ソ 

紙の強度低下の主要因となるものと考察・される・然してこの傾向はアルカ県法より醗酵添紅於七著しいも  

のがある‖叉ペクチン自身も用維を膠着せしむる作用を濁する故にそゐ含量嘩下略鋲ゐ張魔女小ならしめ  

ると考察される“  

（2）アルコール・ベンゼン，冷水，熟れ1．％苛性ソ「ダ溶液抽出盈 

これ等の食費は欄維が閑職するに従って小量となるカヲこ町二比例して紙の強度も低下する・特に温水オ  

静性成分魔の減少は澄援紙の強度低下に影響すると判断せられ，際酵法の繊維は閑職進行と同時に長時間仁  

淀水浸波状況にある故にこれが紙の張慶低下の一一周になるものと考察される．  

（3）野酵，アルカリ両方洪による紙の成分値の相異   

同程度の強度を・有する統であっても，醗酵故により抄紙した紙とアルカリ淡把より抄紙した紙とはその  

化率成分値に・大なる差を「謬め得る．即ち冷水，熱水，1％苛性ソーダ溶液抽出畳，ペクチン，ベントーザソ  

は何れもアルカリ迭の紙年数て少盈であったが，アルコール。ベンゼン抽出量，次分は僅にアルカリ漁の  

紙に於て大でかつたu 即ち幣酪，アルカリ両方法の耽の成分値を検討するには盈的考察のみならす更に進  

んで各成分の形態教も考察する必要ありと考えられる．  

（4）桑皮をこ原料とする和紙製造に対する醗酵精練次の適合性   

以上の如く紙の繊維をこ完全に開織せしむるときは，繊維素，ベントーザン以外の′卜畳成分の残存畳が減  

少する結果紙の強度低下が著しい．然して′ト東，武井（4）が指摘した如く，こゐ傾向柊アルカリ法の紙に於て  

も親祭出来るところである岬徹って桑皮を原料として醗酵捷により和紀袈踏をト英雄すれば，完全なる開液  

状況にある紙を．・得れば強度小になる傾向にあり，むしろペクチン含量2％程度の幣酵進行度に於て繊維を．放  

出した後強く叩解することが望ましい上判断せられる，  

＿ 43 ＿   
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要  旨 

桑皮を偲料とし，アセトγ・ブタノール醗酵細菌K17による醗酵精練法及び苛性ソー・ダ精練法の両極維  

を使用して醗酵試験を英雄した・  

（1）紙の強度蛛条件記選択すれば両方法共大差がなかった・白色度及び光沢も大なる差を「認めなかった．  

（2）紙の化学成分申冷水，熱水，アルコールベンゼン，1％苛性ソー・・ダ溶液抽出量が和紙の特有性に．関係  

あろことを償岡し，醗酵法の紙に於て完全把繊維を瀾織せしむ叫ぼこれ等の成分及びペクチンの残存畳む  

小串らしめその結果強度が低下することを碍摘した・   

終りに本実験中終始御懇儒なる御指導をト賜わ・つた京都大学盤学部片瀾英部数櫻に深甚の御意を：表する・  

叉紙の強度統瞼ほ同学部林産化学教室の設備を利用させで損いた・く同数窒主任館教授及び研究室各位の御  

援助も■士厚く感謝する・嘩本研究痩の・一部は文部省科学試験研究費によった・併せて記して感謝する・  

（本報告の要旨は昭和26年6月16日開催の第83回日本農芸化学会関西支部例会に於て講演黎表臍である）  

文  献   

（1）梶，三 野：香川農革研究報告，第1偲第2兢 57賞（1餅抄）  

（2）撞，≡ 野：同誌，第1萄i第2尊 64貰、（1949）  

（さ）揖：本誌，2，1Sq′（1951）  

（4）小 栗，武 井：エイヒ，42，609（1939）  

（5）野 津，鳥 潟，天 野，三 浦：日本化学会講釈発表（昭和2各年5月）  

R由um占  

Inthep吏reviouspapers（吏artトⅡ），We haveascertainedthe optimuTn fermentativeconditions on  

the rettipg・Of bar・ks ofmdberry trIee by aCetOne butanOlfermentation bacteria．h the present  

experimeムセ 

alkalinβretting andl）y fermentation．  

It was found that physical propexties were simiIar in both papers. 

In papers preparedwith the fibres refined by fermentation retting，the amount of pectin，  

pentosan，andmattersdissoIvedincoldwater，hot water，andinl％NaOHsolution，WaS found，  

bychemicalanalysis，tObelarger thanin papers preparedwith the fibr占s refined by alkaline  

retting・，While ash andmattersdissoIvedin alcoholbenzene were slightly sma111er．  
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